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７
月
４
日
投
開
票
の
東
京
都
議
選
で
五
輪
中
止
を
正
面
か
ら
掲

げ
た
日
本
共
産
党
と
「
中
止
か
延
期
」
を
、
王
張
し
た
江
憲
民
主
党

が
前
進
し
た
こ
と
は
五
輪
を
こ
の
ま
ま
開
催
す
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
民
意
の
表
れ
で
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
現
有
１
８
歳
席
か

ら
１
９
議
席
に
前
進
す
る
都
議
選
で
は
３
連
勝
と
い
う
大
き
な
勝

利
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
立
憲
民
主
党
も
７
議
席
増
の
１
５
議
席

を
確
保
。
自
公
は
過
半
数
を
目
標
と
し
ま
し
た
が
、
自
民
党
は
１

５
の
区
で
空
白
を
生
む
な
ど
３
３
議
席
に
と
ど
ま
り
、
公
明
の
２

３
議
席
を
合
わ
せ
て
も
過
半
数
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
は
３
１
議
席
に
激
減
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
五
輪
開
催
を

最
優
先
し
緊
急
事
態
宣
言
等
の
発
令
日
・
解
除
日
の
一
貫
性
の
な

さ
、
大
き
く
遅
れ
て
い
る
検
査
の
抜
本
的
な
拡
充
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
ド
タ
バ
タ
、
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
て
ん
、
困
窮
業

「
五
輪
は
中
止
」
の
審
判
下
る

県
本
部
理
事
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加
藤
宏
刷
私たちの

運動の娃本 ’
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

一
、
治
安
維
持
法
体
制
の
復
活
に
反
対
す
る

一
、
国
は
戦
前
の
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
る
こ
と

一
、
国
は
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
謝
罪
と
補
償
を
お
こ
な
う
こ
と

者
へ
の
十
分
な
補
償
や
生
活
支
援
な
ど
政
府
の
責
任
の
な
さ
が
原

因
で
す
。

投
票
結
果
が
示
し
て
い
る
の
は
、
菅
内
閣
の
強
権
体
質
に
対
す

る
批
判
や
白
民
党
の
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
も
強
く
反
映
し
た

結
果
で
あ
り
、
何
事
も
解
明
し
な
い
政
府
へ
の
怒
り
で
す
。

総
選
挙
に
向
け
都
議
選
は
明
る
い
展
望
を
示
し
、
特
に
野
党
共

闘
が
重
要
な
成
果
を
Ｉ
げ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
が
立
憲
民
主
党
や
無
党
派
の
幅
広
い
市
民
な
ど
か

ら
支
援
を
受
け
た
５
選
挙
区
（
文
京
区
、
豊
島
区
、
北
区
、
日
野

市
、
北
多
摩
４
区
）
で
の
勝
利
、
特
に
文
京
区
と
日
野
市
で
の
勝

利
は
ベ
ス
ト
で
し
た
。
日
本
共
産
党
が
支
援
・
推
薦
し
た
立
憲
民

主
党
な
ど
の
候
補
が
７
選
挙
区
で
勝
利
し
ま
し
た
。
野
党
の
協
力

は
相
互
に
当
選
を
勝
ち
取
り
自
民
党
を
追
い
つ
め
ま
し
た
。
こ
の

成
果
を
来
る
総
選
挙
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
国
政
を
変
え
る
大
き
な

力
に
な
る
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
成
功
さ
せ
て
、
政
権
交
代
、
野
党
連
合

政
権
の
樹
立
に
向
け
て
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

（
か
と
う
ひ
ろ
し
）
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静
岡
支
部
白
鳥
寛
一

・
伊
藤
千
尋
氏
の
「
凛
と
し
た
ア
ジ
ア
」
（
新
日
本
出
版
社
）
を
読
む

一
機
会
が
あ
り
、
内
容
を
伝
え
た
く
て
書
き
ま
し
た
。
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・

一
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
問
取
材
し
た
内
容
で
す
。

一
（
韓
国
）
「
真
実
を
知
ら
せ
る
国
民
の
新
聞
」
ハ
ン
ギ
ョ
レ
の
歴
史
、

一
歴
代
の
大
統
領
、
光
州
事
件
の
取
材
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
行
っ
た
韓
国

一
軍
の
残
虐
行
為
。

一
（
ベ
ト
ナ
ム
）
刈
年
に
及
ぶ
民
族
独
立
闘
争
、
パ
リ
和
平
会
談
に
出

一
席
し
た
ベ
ト
コ
ン
代
表
女
性
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
日
本
の
連
帯
行

一
動
、
横
井
久
美
子
さ
ん
の
活
躍
。

一
ラ
ィ
リ
ピ
ン
）
海
軍
・
空
軍
の
米
軍
基
地
を
返
還
さ
せ
、
そ
の
跡
地

口
に
工
業
・
商
業
地
を
作
る
、
原
子
力
発
電
所
を
一
度
も
使
わ
ず
に
廃
炉

註
潔
露
蕊
蓬
澱
舞
群
霜
躯
謹

一
別
基
分
の
地
熱
発
電
が
出
来
る
条
件
が
あ
る
。
（
日
本
政
府
系
研
究
機

三
関
）
、
原
発
あ
り
き
で
日
本
国
民
を
欺
く
日
本
政
府
。

一
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
世
界
の
仏
教
の
中
心
地
、
戦
後
日
本
復
興
の
恩
人
、

窪
雪
蕊
鐘
癖
蠅
恥

第
十
二
回
県
本
部
理
事
会
を
開
催

８
月
別
日
に
開
催
す
る
県
本
部
大
会
へ
の
議
案
確
認
な
ど
を
中
心
に

し
た
第
皿
回
県
本
部
理
事
会
が
８
月
川
日
、
静
岡
国
労
会
館
に
お
い
県

本
部
理
事
・
監
査
叫
人
の
参
加
の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
江
川
会
長
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
猛
威
を
ふ
る
い
医
療
崩

壊
が
は
じ
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
菅
首
相
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
強
行

し
た
問
題
、
広
島
・
長
崎
で
の
原
水
爆
禁
止
集
会
で
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
表
明
し
な
い
問
題
を
指
摘
、
ま
た
同
盟
東
京
都
本
部
が
都
議
選

に
立
候
補
し
た
日
本
共
産
党
の
候
補
者
全
員
を
同
盟
会
員
に
迎
え
た
こ

と
は
今
後
の
信
頼
関
係
の
上
で
も
大
変
嬉
し
い
こ
と
と
述
べ
「
か
つ
て

の
侵
略
戦
争
に
命
懸
け
で
た
た
か
っ
た
多
く
の
人
た
ち
に
敬
意
の
念
を

抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
当
時
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
な
ら
ば
、
少

し
で
も
今
、
国
賠
同
盟
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
今

度
の
総
選
挙
で
市
民
と
野
党
の
統
一
に
よ
っ
て
連
合
政
権
の
実
現
め
ざ

し
て
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
続
い
て

山
田
副
会
長
が
情
勢
報
告
、
早
崎
事
務
局
長
が
県
本
部
大
会
へ
の
提
出

議
案
お
よ
び
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

情
勢
報
告
で
は
、
１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
２
、
自
粛
を
求
め
つ
つ
五
輪
を
強
行
し
た
問
題
３
、

県
内
情
勢
４
、
国
際
情
勢
５
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
前
進
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
で
は
、
①
酒
類
販
売
業
者
へ
の
「
取
引
停
止
」
要

請
を
批
判
を
受
け
て
撤
回
②
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
で
も
菅
政
権
の
迷

走
が
自
治
体
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
③
ヨ
ロ
ナ
対
策
」
予
算

｜
｜

私
と
園
鑑
同
麗

’
1

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

県
本
部
大
会
の
議
案
と
日
程
な
ど
を
確
認

提
案
さ
れ
た
大
会
議
案
や
日
程
、
役
員
体
制
な
ど
を
検
討
し

確
認
し
ま
し
た
。

当
面
す
る
課
題
で
は
、
政
治
変
革
を
求
め
る
現
在
の
情
勢
に

応
え
ら
れ
る
同
盟
づ
く
り
に
力
を
尽
く
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

県
同
盟
は
毎
月
前
進
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
目
標
と
し
て
掲
げ

て
い
る
５
０
０
人
会
員
の
早
期
実
現
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
の

支
部
で
の
と
り
く
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
中
部
支
部
で
は
、
会
一

員
拡
大
を
促
進
し
な
が
ら
支
部
分
割
の
計
画
を
す
す
め
て
い
－
毛

ょ
う
。
新
た
に
集
約
が
始
ま
っ
て
い
る
国
会
請
願
署
名
も
全
会

員
の
と
り
く
み
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

県
本
部
大
会
の
記
念
講
演
は
藤
田
廣
登
氏

劇
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
Ｉ
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」

の
原
作
者
で
あ
る
藤
田
廣
登
氏
に
昨
年
に
つ
づ
き
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

若
い
世
代
に
も
治
安
維
持
法
や
国
賠
同
盟
の
運
動
を
知
ら

せ
て
い
く
た
め
に
も
こ
の
映
画
を
力
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

盟
活
動
の
意
義
、
必
要
性
を
つ
か
み
な
が
ら
活
動
を
進
め
ま
Ｌ

ま
す
。
「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
誌
な
ど
を
使

勝
利
に
む
け
て
の
と
り
く
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
と

が
不
十
分
で
使
い
勝
手
が
悪
い
④
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

６
都
府
県
に
拡
大
⑤
政
府
の
感
染
者
の
原
則
自
宅
療
養

の
方
針
に
批
判
が
続
出
と
い
っ
た
点
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

五
輪
強
行
の
問
題
で
は
、
菅
首
相
が
五
輪
開
催
と
感
染
リ

ス
ク
の
関
係
を
否
定
し
「
人
流
は
減
少
傾
向
に
あ
る
」
な
ど

楽
観
論
を
振
り
ま
く
中
で
感
染
が
急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、

厚
労
省
の
専
門
家
組
織
「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
が
「
危

機
感
を
行
政
と
市
民
が
共
有
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
最
大

の
問
題
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

県
内
情
勢
で
は
、
熱
海
の
土
石
流
問
題
で
起
点
と
な
っ
た

盛
土
問
題
の
究
明
や
被
災
住
民
の
生
活
支
援
の
課
題
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
市
民
運
動
と
し
て
「
汚
染
水
を
海

に
流
す
な
！
」
と
静
岡
の
用
宗
海
岸
で
福
島
に
連
帯
・
海
の

日
行
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
、
浜
松
で
は
「
家
庭
ご
み
有

料
化
は
や
め
て
」
と
宣
伝
・
署
名
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
、
焼
津
市
で
補
聴
器
助
成
制
度
が
長
泉
町
、
磐
田
市

に
次
い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
問
題
で
は
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ

「
禁
止
条
約
を
拒
み
続
け
る
政
権
を
総
選
挙
で
変
え
よ
う
」

と
の
呼
び
か
け
が
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
国
軍
の
弾
圧
に
よ
る
避
難
民
に
対

し
て
国
際
社
会
の
人
道
支
援
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

野
党
の
共
闘
で
は
、
野
党
４
党
首
会
談
で
臨
時
国
会
衙
集

要
求
で
一
致
。
ま
た
、
横
浜
市
長
選
（
８
／
”
投
票
）
で
は

野
党
が
共
闘
、
元
横
浜
市
立
大
教
授
の
山
中
竹
春
氏
の

’

っ
た
学
習
で
同

－2－
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闇
▽
｝
一
の
政
権
で
本
当
に
国
民
の
命
は
守
ら
れ
る
の
か
。
デ
ル
タ
株
に
よ
る
コ

ロ
ナ
感
染
の
急
拡
大
で
東
京
の
医
療
は
崩
壊
の
瀬
戸
際
で
す
．
重
傷
行
以

外
は
原
則
自
宅
療
養
な
ど
と
し
た
政
府
方
針
は
、
自
宅
で
療
養
中
に
亡
く

な
る
方
も
出
る
中
で
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

ｖ
五
輪
の
陰
で
医
療
体
制
づ
く
り
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
き
た
結
果
で
す
”
専

門
家
の
声
も
聴
か
ず
、
自
分
の
思
惑
だ
け
で
事
を
す
す
め
る
菅
政
権
に
伺

民
の
命
を
託
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
政
権
交
代
を
今
こ
そ
。
Ｓ
・
Ⅱ

※
※
短
歌
※
※

ゴ
ゾ
ｒ
ｊ
４
ｌ

広
島
に
原
爆
の
日
が
訪
れ
る
／

被
爆
ピ
ア
ノ
よ
世
界
に
響
け

ゆ
姪

（
７
６
年
目
の
８
月
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
）
細
一
馴
榊
川
泣

人
命
を
救
う
苦
悩
の
何
十
年

Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
レ
ブ
リ
コ
ン
成
る

（
赤
畑
渉
代
表
の
富
士
フ
ィ
ル
ム
製
高
性
能
ワ
ク
チ
ン
）

若
き
日
の
青
空
ス
ク
ラ
ム
な
び
く
風

み
ん
な
と
歌
っ
た
し
あ
わ
せ
の
歌

コ
ロ
ナ
禍
で
孵
り
し
つ
ば
め
ら
巣
で
暮
ら
す

幼
子
は
ひ
そ
か
に
「
力
Ｚ
と
名
付
け
り

静
岡
松
浦
美
智
世

－4－

支部名

会員拡大

目標
6月到

達
増減
現在

到達

うち夫

婦会員

国会請願署名

団体

目標

6月到

達
増分
現在

到達

個人

目標

6月到

達
増分
現在

到達

伊豆 30 22 22 6 50 0 0 350 0 0

沼駿 60 53 53 12 60 0 0 800 0 0

岳南 30 20 20 6 40 0 0 350 0 0

清水 50 37

〃

－1 36 12 60 0 0 1,100 0 0

静岡 50 37

〆

-1 36 2 80 0

〆

＋2 2 500 0

〃

＋10 10

中部 200 200

〆

＋3 203 42 100 4 4 800 30

〆

+25 55

西部 80 60

〆

＋1 61 2 80 0

〆

＋1 1 750 0

〃

+10 10

県本部 ■■■■
ー

ー 30 1 1 350 0 0

合計 500 429 +4－2 431 82 500 5

'

+3 8 5,000 30

夕

+45 75
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蕾
Ｉ
、
は
じ
め
に

前
回
大
会
（
２
０
年
８
月
２
２
且
以
後
、
政
治
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
長
期
政
権
の
も
と
付
度
政
治
が
横
行
し
国
民
的
批
判
が
高
ま
る
中

で
安
倍
首
相
は
体
調
を
理
由
に
退
陣
し
、
安
倍
政
権
の
番
頭
役
だ
っ
た
菅
官

房
長
官
が
政
権
を
引
き
継
ぎ
首
相
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
政
治
の

日
時
。
：
八
月
二
十
一
日
（
士
）

（
第
一
部

会
場
…
清
水
民
商
会
館

２
０
２
１
．
８
．
１
０

静
岡
県
本
部
大
会
活
動
報
告
・
運
動
方
針

■

■

０

■

日

■

０

Ⅱ

■

■

■

■

■

７

ケ

■

■

Ⅱ

０

日

日

日

８

８

１

Ⅱ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
静
岡
県
本
部
第
遡
回
理
事
会

静岡県地方版

臨時号
2021-8-12

午
後
一
時
～
四
時

記
念
講
演
第
二
部
”
大
会
）

治安維持法犠牲者

国家賠償要求同盟
T427-0034

島田市伊太1301-18

早崎方

TELO547(36)4014
e メール ：

hayaO10203@

tokai.or.jp

團

継
承
を
謡
っ
て
政
権
に
つ
い
た
菅
首
相
は
、
国
民
の
声
に
背
を
向
け
強
権
政

治
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
国
民
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
五

輪
開
催
を
強
行
す
る
一
方
で
医
療
体
制
づ
く
り
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
国
民

の
不
安
を
払
拭
す
る
政
府
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
も
無
為
無
策
で
国
民
の
命
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
菅
政
権

を
こ
れ
以
上
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
「
さ
ら
に
行
動
す
る
同
盟
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
県
同
盟
は
情
勢
に
応
え
ら
れ
る
同
盟
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
５
０
０
人
会
員
の
早
期
実
現
と
さ
ら
な
る
前
進
を
は
か
り
政
治
変
革
の

一
翼
と
し
て
必
要
な
役
割
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も

と
で
開
か
れ
る
今
回
の
大
会
の
任
務
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

①
コ
ロ
ナ
禍
で
政
治
や
社
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
も
と
で
国
賠
同
盟

の
運
動
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
り
わ
け
、
政
治
の
焦
点
と
な
る

来
る
べ
き
総
選
挙
で
の
勝
利
の
展
望
を
つ
か
む
こ
と
。

②
前
大
会
か
ら
の
活
動
の
教
訓
を
く
み
出
し
、
次
期
大
会
ま
で
の
運
動

方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
。

③
県
本
部
役
員
を
選
出
す
る
こ
と
、
で
す
。

Ⅱ
、
情
勢
の
特
徴

菅
自
公
政
権
は
、
「
国
民
の
命
を
守
る
こ
と
が
第
ご
と
欺
艤
的
に
掲
げ
な

が
ら
、
実
際
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
拡
大
す
る
も
と
で
、
さ
ら
に
感
染
を
拡
大

す
る
こ
と
に
な
る
五
輪
開
催
を
強
行
し
、
国
民
の
不
安
を
広
げ
て
い
ま
す
。

野
党
が
要
求
し
て
い
る
臨
時
国
会
の
開
催
も
拒
否
し
、
国
民
の
一
致
し
た
力

屯

’
－1－

關
購
閣
闇
鬮
側
県
本
部
大
会
の
お
知
ら
せ
－１

菫
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で
コ
ロ
ナ
感
染
に
対
処
す
る
姿
勢
を
示
さ
ず
、
国
民
の
自
粛
に
た
よ
る
対
策

し
か
打
ち
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
唯
一
の
頼
り
と
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
感
染

の
拡
大
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
共
産
党
な
ど
が
一
貫
し
て
主
張
し
て
い

る
よ
う
に
徹
底
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
医
療
体
制
の
強
化
、
自
粛
要
請
に
こ
た

え
ら
れ
る
補
償
が
必
要
で
す
。

国
際
問
題
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
か
ら
民
主

党
の
バ
イ
デ
ン
に
移
行
、
ア
メ
リ
カ
第
一
で
国
際
協
調
を
次
々
と
離
反
す
る

路
線
か
ら
改
め
て
国
際
強
調
路
線
に
回
帰
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
米
中
間
で

の
覇
権
争
い
が
一
段
と
強
ま
る
も
と
で
、
中
国
は
力
の
政
策
を
強
め
て
い
ま

す
。
中
国
が
推
し
進
め
る
「
香
港
国
家
安
全
維
持
法
」
は
人
権
、
民
主
主
義

に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
世
界
が
一
致
し
て
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
大
き
な
障
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
核
廃
絶
を
求
め
る
運
動
で
は
核
保
有
大
国
か
ら
主
役
が
交

代
、
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
国
が
別
ヵ
国
以
上
に
な
り
、
本
年
一
月
に
発
効
、

批
准
国
は
引
き
続
き
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

日
本
政
府
が
、
ア
メ
リ
カ
の
「
核
抑
止
力
」
の
も
と
に
あ
り
な
が
ら
、
核
保

有
国
と
非
保
有
国
の
「
橋
渡
し
」
な
ど
と
い
う
欺
畷
で
核
兵
器
禁
止
条
約
に

は
署
名
し
な
い
と
明
言
す
る
も
と
で
は
、
禁
止
条
約
に
署
名
す
る
政
府
を
つ

く
る
た
め
に
力
を
尽
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３
、
中
央
・
静
岡
の
解
放
運
動
無
名
戦
士
合
葬
追
悼
会

・
例
年
、
国
民
救
援
会
の
呼
び
か
け
で
日
本
共
産
党
、
県
評
、
新
婦
人
、
県

商
連
、
生
健
会
、
平
和
委
員
会
な
ど
の
団
体
と
も
共
同
し
て
実
行
委
員
会

２
、
組
織
拡
大
の
と
り
く
み

こ
の
間
の
会
員
拡
大
と
し
て
は
、
毎
月
前
進
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。
と

り
わ
け
中
部
支
部
が
引
き
つ
づ
き
県
同
盟
の
中
で
牽
引
車
的
役
割
を
発
揮

し
て
き
て
い
ま
す
。
中
部
支
部
で
は
、
毎
月
の
学
習
も
力
に
毎
月
二
、
三

回
の
会
員
拡
大
の
統
一
行
動
を
も
ち
泌
人
増
で
支
部
が
掲
げ
た
次
期
支

部
大
会
ま
で
の
目
標
２
０
０
人
会
員
を
突
破
し
て
前
進
を
は
か
っ
て
お
り
、

本
年
十
一
月
に
は
二
つ
の
支
部
に
分
割
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

前
進
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
支
部
の
役
員
体
制
の
確
立
と

支
部
委
員
会
な
ど
を
定
期
的
に
も
ち
、
会
員
拡
大
な
ど
の
計
画
を
決
め
意

識
的
に
追
求
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
誌
な

ど
を
使
っ
た
学
習
会
を
系
統
的
に
す
す
め
、
国
賠
同
盟
の
使
命
や
役
割
な

ど
を
つ
か
み
な
が
ら
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

Ⅲ
、
活
動
報
告

１
、
国
会
請
願
署
名
運
動

静
岡
県
本
部
で
は
、
毎
月
の
理
事
会
で
、
団
体
署
名
及
び
個
人
署
名
に
つ

い
て
集
約
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
国
会
請
願
行
動
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

前大会後の会員変動

４
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
関
係
会
議

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
昨
年
、
静
岡
で
計
画
さ
れ
て
い
た
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
議
が
中
止
に
な
る
中
で
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
４
県
の
役
員
交
流
会
議
を
名
古
屋

５
、
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー

国
賠
同
盟
清
水
支
部
と
花
井
の
会
の
共
催
で
毎
年
の
よ
う
に
と
り
く
ま
れ

て
き
た
「
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
」
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
も
と
、
今
期
は
と
り
く

み
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
、
全
国
女
性
交
流
集
会
と
女
性
部
活
動

・
昨
年
ｎ
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
第
訓
回
全
国
女
性
交
流
集
会
は
コ
ロ

で
東
京
へ
の
集
中
が
困
難
な
中
で
首
都
圏
を
中
心
に
５
月
哩
日
に
と
り
く

ま
れ
ま
し
た
。
加
年
分
と
し
て
県
本
部
が
５
月
末
ま
で
に
最
終
的
に
ま
と
め

た
署
名
は
団
体
署
名
１
７
０
、
個
人
署
名
２
８
２
６
で
団
体
署
名
、
個
人
署

名
と
も
目
標
達
成
に
は
至
ら
ず
、
昨
年
到
達
も
下
回
る
状
況
で
終
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
新
た
な
構
え
で
６
月
よ
り
新
た
に
集
計
を
始
め
て
い
る
署
名
集
約

で
念
願
の
団
体
５
０
０
、
個
人
５
０
０
０
を
今
度
こ
そ
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

を
つ
く
り
と
り
く
ん
で
い
ま
す
が
、
静
岡
県
の
解
放
運
動
戦
士
合
葬
追
悼

会
は
昨
年
も
行
わ
れ
ず
、
岨
／
７
に
解
放
戦
士
の
碑
の
清
掃
の
み
を
行
い

ま
し
た
。
追
悼
会
は
本
年
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
中
央
の
「
第
７
４
回
解
放
運
動
無
名
戦
士
合
葬
追
悼
会
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
る
も
と
で
遺
族
も
参
加
し
た
式
典
・
墓
前
祭

は
中
止
し
、
３
月
溺
日
に
東
京
の
青
山
霊
園
の
無
名
戦
士
墓
に
故
人
の
名

前
な
ど
を
刻
ん
だ
銅
板
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
静
岡
県
は
Ⅳ
名
が
合
葬
。

国
賠
同
盟
関
係
で
は
、
板
垣
和
子
氏
、
小
林
保
氏
、
篠
崎
仁
次
氏
、
西
崎

清
子
氏
の
４
人
が
合
葬
さ
れ
ま
し
た
。

国会請願署名の到達状況 2021.5.31現在

、

－3－ －2－

年月
県合計

増減 %も現数

20．8月度 +7-1
〆

389

20．9月度 +7－5
グ

391

20．10月度 +7－2

〆

396

20．11月度 +10－4
グ

402

20．12月度 +4-1
〆

405

21．1月度 +6－4
〆

407

21 ．2月度 +8－2

グ

413

21．3月度 +11-1

グ

423

21 ．4月度 +3-2
'

424

21．5月度 +4-1
グ

427

21･6月度 +4-2
〆

429

21．7月度 +3-2
〆

430

500人目標
グ

5伽

目標残
〆

70

支部名

団体署名

目標
前回到

達

到達

数

前回到

達差

個人署名

目標
前回到

達

到達

数

前回到

達差

伊豆 50 5 15 10 350 107 50 －57

沼駿 60 35 21 －14 800 487 431 -56

岳南 40 16 22 6 350 108 152 44

清水 60 17 27 10 1100 817 1018 201

静岡 80 24 19 －5 500 123 450 327

中部 100 59 38 -21 800 406 342 －64

西部 80 23 15 －8 750 579 192 －387

県本部 30 19 13 -6 350 441 191 -250

合計 500 198 170 -28 5000 3068 2826 -242



1989年5月8日第三種郵便物認可月刊『不屈』地方版
1989年5月8日第三種郵便物認可月刊『不屈』地方版

７
、
中
間
地
方
選
や
知
事
選
の
と
り
く
み

・
県
都
静
岡
市
で
野
党
共
闘
を
推
進
す
る
日
本
共
産
党
議
員
が
改
選
３
を
４

に
し
て
議
案
提
案
権
を
再
確
立
。
こ
の
一
年
間
で
国
賠
会
員
議
員
は
、
議
員

で
入
会
者
が
四
人
、
会
員
で
議
員
に
な
っ
た
方
が
２
人
、
会
員
で
議
員
を
下

り
た
方
が
一
人
で
差
し
引
き
五
人
増
え
て
測
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
リ
ニ
ア
問
題
が
重
要
な
争
点
と
な
っ
た
県
知
事
選
で
は
、
自
主
支
援
し
た

現
職
の
川
勝
平
太
知
事
が
自
民
党
推
薦
の
候
補
を
大
差
で
破
っ
て
４
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

ナ
の
影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
開
催
す
る
方
向
で
準
備
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。

・
昨
年
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
に
な
っ
て
い
た
静
岡
県
母
親
大
会
は
、
全

体
集
会
を
７
／
４
浜
北
会
場
と
結
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
会
で
開
催
。
東
京

新
聞
社
会
部
記
者
の
望
月
衣
塑
子
氏
の
記
念
講
演
を
視
聴
す
る
と
と
も
に

岨
地
域
で
分
科
会
を
も
ち
参
加
者
を
広
げ
ま
し
た
。

８
、
財
政
問
題
に
つ
い
て

・
会
費
は
同
盟
活
動
の
根
幹
で
す
。
こ
の
間
、
会
費
納
入
が
、
支
部
の
財
政

係
の
配
置
な
ど
に
よ
り
、
会
員
訪
問
を
す
す
め
る
な
ど
支
部
が
と
り
ま
と

め
る
と
り
く
み
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
会
員
と
連
絡
を
と
り
あ
い
状
況
を

つ
か
み
交
流
を
は
か
る
活
動
は
同
盟
運
動
の
意
識
を
高
め
て
い
く
上
で
も

重
要
で
す
。

６
、
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
Ｉ
」
の
製
作
・
上
映
の
と
り
く
み

．
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
Ｉ
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
映
画
企
画
を
支
援
す
る

と
り
く
み
．
：
上
映
債
権
購
入
（
製
作
支
援
）
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
。

・
独
自
に
作
成
し
た
ゞ
１
枚
１
０
０
０
円
の
映
画
製
作
・
上
映
協
力
券
の
普
及

を
は
か
り
な
が
ら
全
支
部
で
の
上
映
開
催
を
め
ざ
し
て
７
口
以
上
の
債
券

購
入
を
す
す
め
ま
す
。

５
，
５
０
０
人
の
県
同
盟
実
現
と
支
部
活
動
の
改
善

・
高
齢
で
亡
く
な
ら
れ
る
会
員
も
い
ま
す
が
、
全
国
大
会
で
掲
げ
た
「
さ
ら

に
行
動
す
る
同
盟
」
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
年
内
に
５
０
０
人
会
員
の
実

現
を
は
か
る
と
と
も
に
、
次
期
県
本
部
大
会
に
向
け
て
さ
ら
な
る
高
い
峰

（
５
５
０
人
）
を
め
ざ
し
ま
す
。

．
こ
の
た
め
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
種
ま
く
人
び
と
」
の
活
用
と
と
も
に
映
画
「
わ
が

青
春
つ
き
る
と
も
」
の
製
作
・
上
映
の
と
り
く
み
を
力
に
し
て
、
広
く
国

賠
同
盟
の
組
織
と
運
動
を
知
ら
せ
ま
す
。

・
地
域
に
根
を
張
る
同
盟
活
動
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
支
部
の
役
員

体
制
の
確
立
強
化
が
不
可
欠
で
す
。
３
人
以
上
で
支
部
委
員
会
を
確
立
し
、

日
常
的
な
活
動
の
検
討
と
学
習
会
な
ど
を
計
画
し
、
会
員
の
交
流
を
は
か

り
ま
す
。

・
県
版
「
不
屈
」
の
編
集
・
発
行
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
配
布
体
制
も
で
き

る
だ
け
支
部
単
位
で
で
き
る
よ
う
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

・
同
盟
会
費
納
入
は
会
員
の
資
格
に
か
か
わ
る
こ
と
と
位
置
づ
け
て
全
て
の

会
員
が
自
主
的
に
会
費
納
入
に
努
力
し
ま
す
。

・
地
域
の
他
団
体
と
協
力
・
共
同
を
つ
よ
め
、
社
会
的
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

、

２
、
請
願
署
名
と
国
会
請
願
の
と
り
く
み
強
化

国
賠
署
名
運
動
は
最
重
要
課
題
で
す
。
目
標
５
，
５
０
０
筆
（
団
体
５
０

０
、
個
人
５
０
０
０
）
を
掲
げ
、
各
団
体
の
支
部
や
班
段
階
ま
で
要
請
を
広

鈩
《

げ
る
と
と
も
に
、
全
会
員
の
と
り
く
み
と
し
て
、
こ
の
目
標
達
成
に
力
を
尽

し
ま
す
。

３
、
地
方
議
会
へ
の
陳
情
・
請
願
活
動

全
国
の
地
方
自
治
体
で
は
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪
と
賠
償
を
求

め
る
」
意
見
書
採
択
ま
た
は
趣
旨
採
択
が
“
道
府
県
、
４
０
７
議
会
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
静
岡
県
で
は
ま
だ
一
カ
所
も
要
請
・
採
択
の
実
績
が
あ
り
ま

せ
ん
。
地
方
議
員
と
協
力
し
て
、
現
状
を
打
開
し
ま
す
。

４
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
、
戦
後
補
償
闘
争
と
の
連
帯

治
安
維
持
法
犠
牲
者
と
同
様
に
日
本
国
憲
法
の
基
本
原
則
に
反
す
る
「
従

軍
慰
安
婦
」
な
ど
戦
後
補
償
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
犠
牲
者
の
補
償
運
動
を
諸

団
体
と
の
共
同
で
推
進
し
ま
す
。
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
全
国
連
絡
セ
ン
タ

ー
が
と
り
く
ん
で
い
る
映
画
「
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
（
仮
題
）
」
製
作
と
普
及
の

運
動
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
。

Ⅳ
、
活
動
方
針

１
、
総
選
挙
勝
利
の
と
り
く
み

来
る
べ
き
総
選
挙
は
、
今
後
の
日
本
の
政
治
を
大
き
く
左
右
す
る
一
大
政

治
戦
で
す
。
国
賠
同
盟
が
掲
げ
て
き
た
要
求
実
現
の
上
で
も
野
党
連
合
政
権

を
生
み
出
す
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
、
そ
の
成
功
に
力
を
尽
し
ま
す
。

９
、
組
織
を
支
え
る
財
政
の
確
立

・
年
会
費
の
１
０
０
％
納
入
と
年
末
募
金
（
一
口
１
０
０
０
円
の
活
動
強
化

募
金
）
に
積
極
的
に
と
り
く
み
ま
す
。

、
４
／
１
現
勢
を
基
準
に
し
た
会
費
納
入
目
標
を
明
確
に
し
て
県
本
部
へ
の

１
０
０
％
上
納
を
は
か
る
と
と
も
に
、
２
５
％
の
支
部
還
元
措
置
を
と
る

８
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
議

・
昨
年
に
つ
づ
き
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
開
催
す

る
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
も
見
な
が
ら
日
程

が
は
か
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
定
次
第
、
積
極
的
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

７
、
女
性
部
の
活
動

・
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
昨
年
中
止
に
な
っ
た
全
国
女
性
交
流
集
会
が
今
年
は

開
催
す
る
方
向
で
準
備
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
女
性
部
活
動
推
進
の
上
で

も
積
極
的
に
応
え
て
い
き
ま
す
。
全
国
の
母
親
大
会
、
静
岡
県
の
母
親
大

会
な
ど
に
も
開
催
要
領
が
明
確
に
な
り
次
第
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

．
夫
婦
会
員
の
拡
大
の
と
り
く
み
な
ど
女
性
会
員
の
拡
大
を
は
か
り
な
が
ら

女
性
部
の
活
動
を
強
め
ま
す
。

．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
視
点
か
ら
も
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
の
映
画
を
女

性
部
の
と
り
く
み
に
位
置
付
け
ま
す
。

。
国
賠
同
盟
と
し
て
独
自
の
推
進
を
は
か
り
つ
つ
、
他
団
体
・
個
人
と
も
協

力
し
合
う
製
作
・
上
映
実
行
委
員
会
な
ど
の
と
り
く
み
を
追
求
し
ま
す
。

、
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Ｖ
、
む
す
び

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
活
動
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
国

民
の
命
や
暮
ら
し
を
ヨ
ソ
に
自
ら
の
保
身
の
た
め
に
野
党
や
国
民
の
強
い
声

に
も
耳
を
か
さ
ず
臨
時
国
会
も
ひ
ら
か
ず
に
逃
げ
回
る
菅
政
権
を
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
新
た
な
政
治
情
勢
が
進
展
す
る
も
と
で
、

来
た
る
べ
き
総
選
挙
が
野
党
連
合
政
権
へ
の
道
を
切
り
開
き
、
日
本
の
進
路

を
大
き
く
転
換
す
る
政
治
戦
と
な
り
ま
す
。
２
０
０
名
の
治
安
維
持
法
犠
牲

者
で
創
め
た
「
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
す
な
」
の
闘
い
の
種
は
、
全
国

で
国
民
の
知
恵
と
力
を
吸
収
し
て
芽
生
え
、
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
静
岡

県
同
盟
の
５
０
０
人
会
員
を
早
期
に
実
現
し
、
次
期
全
国
大
会
ま
で
に
全
国

２
万
人
会
員
を
め
ざ
す
と
り
く
み
に
積
極
的
に
貢
献
し
、
政
治
の
転
換
を
は

か
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

９
そ
の
他
の
と
り
く
み

・
治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
遺
族
や
戦
争
体
験
の
語
り
継
ぎ
を
重
視
し
、
「
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
」
を
全
県
規
模
に
広
げ
る
た
め
に
努
力
し
ま
す
。

・
８
．
燗
終
戦
記
念
日
の
全
国
統
一
宣
伝
活
動
に
積
極
的
に
と
り
く
み
ま
す
。

・
治
安
維
持
法
犠
牲
者
、
日
楽
争
議
な
ど
の
掘
り
起
し
と
顕
彰
の
と
り
く
み

を
す
す
め
ま
す
。

こ
と
で
支
部
財
政
の
確
立
に
役
立
て
ま
す
。

・
季
刊
『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
誌
、
「
全
国
女
性
交
流
集
会
報
告
集
」
、
中

央
発
行
の
書
籍
や
パ
ン
フ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
普
及
に
努
め
、
財
政
活
動
の

一
助
と
も
し
ま
す
。

１
、
大
会
は
、
支
部
か
ら
の
選
出
に
よ
る
代
議
員

と
評
議
員
に
よ
っ
て
構
成
し
ま
す
が
、
規
準
は

次
の
よ
う
に
し
ま
す
。

（
代
議
員
は
各
支
部
よ
り
１
５
人
に
１
人
ｌ
端

数
は
切
上
げ
Ｉ
で
選
出
し
ま
す
。
評
議
員
は
、
代

議
員
に
な
ら
な
か
っ
た
県
本
部
役
員
で
す
。
）

☆
受
付
で
往
復
交
通
費
（
新
幹
線
料
金
は
除
く
）

を
支
給
袋
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
休
憩
時
間
に
支
給
し
ま
す
。

☆
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
下
さ
い
。

２
分
担
金
は
、
一
会
員
当
り
一
五
○
円
と
し
、
支

部
と
し
て
ま
と
め
て
納
入
し
ま
す
。

３
、
大
会
当
日
は
、
開
場
受
付
が
四
時
半
、
開

会
は
暇
時
で
す
。

開
会
前
に
、
大
会
分
担
金
を
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。

《
大
会
参
加
の
諸
連
絡
》
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